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０．はじめに 

 

 

目的 
本ガイドラインは、お客様に正しくコネクタをご使用頂くことを目的としています。 

基板対電線コネクタをご使用頂く際の製品選定指針と、お取り扱い方法を記載しているので、 

コネクタ使用前に必ず一読し正しくご使用ください。 

 

 

適用範囲 
本書は、下記の製品シリーズに対して適用するものです。 

 

CL Code No. Series No. CL Code No. Series No. 

CL218 HNC CL667 DF59 

CL536 DF13 CL665 DF50 

CL538 DF14 CL668 DF52, DF53 

CL541 DF1B, DF1E CL676 DF5, DF33C 

CL543 DF3, DF11, DF51 CL680 DF22, DF60, DF63, DF63W, 

DF63SF 

CL544 DF62, DF62W CL685 DF19 

CL547 MDF CL686 DF20 

CL666 DF57, DF58, DF61, DF61Y, 

DF65 

  

 

＊掲載している写真・イラストは当社代表製品のものなので、製品によって相違します。 

また、ガイドライン情報は予告無しに変更する事がございます。 
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1. 安全上の注意点 
この『基板対電線コネクタガイドライン』では安全注意事項のランクを 

「警告」/「注意」として区分してあります。 

 

■警告、注意の意味 

   

警告 
誤った取り扱いをすると、人が死亡また重傷を負う危険が切迫して 

生じることが想定される為、行ってはいけない内容を示します。 

 

注意 
誤った取り扱いをすると、物的損害の発生が想定される内容を示しま

す。 

 

 

   

 

・活線挿抜(電気を流したままの挿抜)は想定しておりません。感電や破損の恐れがありますので、 

必ず機器の電源を切ってからコネクタの挿抜作業を行なってください。 

・金属部に触れないでください。感電の恐れがあります。 

・定格を超えた電圧・電流では使用しないでください。火災・感電の原因となります。 

製品規格表の定格電流は 1pin 当たりに流すことのできる電流を示しています。 

(コネクタ本体の定格電流が 3A でも、使用する電線の許容電流が 1A の場合は、 

全体として定格 1A の扱いとなります。） 

・電流を複数回路に分岐して使用される場合、個々の端子に対してコネクタ定格電流・電圧を超える 

負荷がかからないようにしてください。 

・コネクタの金属部やエッジ部でけがをしないよう取り扱いにご注意ください。 

特に基板についていないコネクタなどを抜き差ししますと、持つ箇所が小さいため 

上手く抜き差しできず、けがをする場合があります。 

・圧着端子に変形及び大きな傷が付いた場合は、使用を止めてください。接触不良及び 

発火の原因になります。 

・治工具の取り扱いを誤った場合、けがや事故を引き起こす恐れがありますので、 

取扱説明書に従い正しく作業を行って頂きますようお願いします。 

・リール端子の層間紙などで手などを切らないようにご注意ください。 

 

 

 

 

 

【製品使用方法】 

・他社製品とのかん合については、保証致しません。 

・『すずめっき』と『金めっき』をかん合して使用しないでください。 

   すずと金では、個々の金属が持つ電位の差が大きいことから、「電位差腐食」と 

呼ばれる腐食現象が発生し、接点部の性能低下を引き起こす場合があります。 

・予測できないショート（短絡）の発生を防ぐため、コネクタや基板パターン間にパネルや金属片が 

接触しないようご配慮ください。 

・基板にシルク印刷する場合、コネクタ底面に掛からないようにしてください。 

実装不良になる恐れがあります。 

・コネクタの破損や接点部の変形が発生する恐れがあるので、電線の引き回しはコネクタに 

負荷が加わらないように、電線に緩みを持たせて配線をしてください。 

・コネクタの破損やはんだクラックが発生する恐れがあるので、コネクタに負荷が加わるような 

動作は行わないでください。                            目次へ戻る 

 

警告 

注意 
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【製品外観】 

・ハウジング表面に黒点が確認される場合や色合いが異なる場合（経年変化による変色も含む）が 

ありますが、品質に問題はありません。 

・下記のような軽微な変更を予告なしに行う場合がございます。ご了承のほどお願いします 

（金型駒割痕，突出しピン痕，ゲート位置，文字の字体/大きさ/間隔 など）。 

 

【製品保管･輸送】 

・使用するまでは納入時の梱包形態を維持してください。 

・製品が変形する恐れがありますので、製品の保管・移動・搬送時には、梱包形態が変形するような 

負荷をかけたり、落下させたりしないようご注意ください。 

特に、コネクタのハウジングロック部やランス部に極端な負荷がかかると、コネクタの変形・破損に 

繋がる恐れがあります。 

・直射日光の当たらない屋内、及び弊社製品規格表に記載の「保存温湿度範囲」内での保管を 

お願い致します。 

・プラスチックの物性劣化や金属の錆の原因となるような腐食物質を含む条件下での保管・使用は 

行わないで下さい。 

 

【洗浄】 

・洗浄剤を使用する場合は、各洗浄剤メーカーが発行している金属や樹脂に対する影響表を基に 

洗浄剤の選択を行ってください。 

例えば、すずめっきコネクタに対しては、すずめっきを侵すような洗浄剤は使用不可となります。 

また、電気性能の劣化を引き起こす可能性がありますので、水分、フラックス、洗浄剤がコネクタに 

残っていないことを十分確認してください。 

 

 

 

目次へ戻る 
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2 .  製品の選定  

【想定アプリケーション】 

屋内における産業機器・民生機器に使用されることを想定しています。 

下記の用途へのご使用をご検討の際は、必ず事前に弊社販売窓口にご相談ください。 

条件によって保証可否を検討させていただきます。 

(自動車車載、医療機器、公共インフラ、航空宇宙/防衛等の極めて高い信頼性を要求される機器） 

 

2-1. 特徴からの選定 

【選定方法】 

・主な選定指針を以下に列挙します。ご要望に合う製品を弊社 HP よりお選びください。 

・製品規格表の定格・規格の範囲内で使用してください 。 

製品規格については、ホームページより確認をお願いします。 

ホームページアドレス：https://www.hirose.com/jp/ 

個別規格に関するご相談がある方は、弊社営業担当へご連絡ください。 

・外部機関による安全規格（UL, CSA, TÜV 等）につきましてはホームページの製品シリーズページ及び 

個別製品ページの「基本性能」欄に記載がございますのでご確認ください。 

・製品のグローワイヤー対応可否につきましてはホームページの個別製品ページ「その他」欄に 

記載がございますのでご確認ください。 

また、対応可否記載下部にグローワイヤ―に関する注釈ページへのリンクを掲載していますので 

併せてご確認お願いします。 

 

主な選定指針 

・接続タイプ【かん合方式 (ストレート、ライトアングル、中継)、実装方式（THT、SMT）等）】 

・電流、電圧スペック 

・ケーブルサイズ 

・コネクタサイズ 

・極数 

 

弊社では基板対電線コネクタの選定に便利な「Bee collection」として 

電源用コネクタ, 信号用コネクタのラインナップを掲載しております。選定にご活用ください。 

Bee collection 特設ページ：https://www.hirose.com/product/jp/pr/beecollection/ 

THT タイプ 

SMT タイプ 

中継タイプ 

ライトアングル 

ストレート 

接続タイプ 例 

目次へ戻る 
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【めっき選択】 

・基板対電線コネクタでは一般的に、端子接点部が『すずめっき』の製品と『金めっき』の 

製品がございます。比較すると以下のような特徴があるため、ご使用環境に合わせてご検討ください。 

  

めっき仕様 すずめっき 金めっき 

製品価格 ◎ 〇 

挿抜回数(※1) 〇 ◎ 

接触信頼性 〇 ◎ 

振動耐性 〇 ◎ 

環境負荷耐性(※2) 〇 ◎ 

低電流でのご使用 〇 ◎ 

保管期間(目安) 6 ヵ月 1 年 

※1：各製品の挿抜回数については、製品毎の製品規格表をご参照ください。 

※2：環境負荷例…継続的な温度サイクル環境、高温多湿環境等。 

  

注意： 

すずめっきコネクタと金めっきコネクタでかん合した場合、電位差腐食により 

接触不具合の懸念がございます。同じめっきのコネクタ同士でのご使用をお願いします。 

 

 

目次へ戻る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎：推奨 

○：使用可能 

M
ar

.1
.2

02
6 

C
op

yr
ig

ht
 2

02
6 

H
IR

O
S

E
 E

LE
C

T
R

IC
 C

O
., 

LT
D

. A
ll 

R
ig

ht
s 

R
es

er
ve

d.



                                TITLE:   
基板対電線コネクタガイドライン ATAD-H1023-00 

  
 

 
HIROSE ELECTRIC CO.,LTD. 

 

PRODUCT: 

DF SERIES    PAGE: 8  OF  48 

 

 

2-2. 電線の選定 

2-2-1. 電線選定の流れ 

 

【アプリケータを使用して圧着する場合】 

電線が製品と適合済みかを確認する場合は、圧着条件表(※)を参照お願いします。 

圧着条件表に記載がある場合：ハーネス設計へお進みください。 

圧着条件表に記載がない場合：弊社営業担当へお問い合わせください。 

 

【ハンドツールを使用して圧着する場合】 

製品と適合する電線はカタログに記載しております。記載がない電線はご使用できません。 

 

※圧着条件表とは 

電線ごとに圧着端子・アプリケータ・クリンプハイト等の記載があり、 

弊社で保証をしている組み合わせの一覧表となっております。 

また、圧着条件表に記載のない電線を使用した場合、保証外となります。  

新フォーマットの切替の過渡期であり、新旧が混在していますがご了承お願いします。     

 

【新圧着条件表フォーマット】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

目次へ戻る 

一枚の書式に複数の圧着条件記載をしています。 
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【旧圧着条件表フォーマット】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

目次へ戻る 

 

 

一枚の書類に一種類の圧着条件を記載しています。 
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2-2-2. 電線選定時の注意点 

・推奨電線：すずめっき軟銅撚り線 

・使用時に注意が必要な電線：キャブタイヤケーブル、多芯撚り電線 (注意点を次ページへ記載します) 

・使用禁止電線：単線、ポリエステル糸等が介在する電線およびすずコート線 

 

【キャブタイヤケーブルご使用時の注意事項】 

キャブタイヤケーブルのシースストリップを行う際のシースストリップ長は下記の長さを推奨します。 

 

推奨ストリップ長 

AWG  8～AWG22：100mm 以上 

AWG24～AWG34：  30mm 以上 

 

・上記のストリップ長を満たさない場合、電線に過剰な負荷が加わり、圧着端子のケースへの 

挿入作業性の悪化、電線による過度な負荷による端子抜けの原因となる恐れがあります。 

また、電線を屈曲させながら端子挿入することになるため、端子挿入性が低下します。 

・ハーネス品完成後は、電線に負荷が加わっていないこと・端子がスムーズに挿入できることを 

確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

適正にストリップ長を取った場合          ストリップ長が短すぎる場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適正にストリップ長を取った場合          ストリップ長が短すぎる場合 

 
 

目次へ戻る 

推奨ストリップ長 

-2 

ケーブル長短くしてそもそも入らない状態

に。 

キャブタイヤの位置を片側に寄せる 

その辺でそもそも入らなそうな絵に。 
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2-3．ハーネス設計  

2-3-1.工具選定の注意点 

 

【弊社指定工具を使用する場合】 

指定の工具は各製品カタログへ次ページ記載の表のように記載しております。 

カタログは弊社 HP よりダウンロードください。(URL：https://www.hirose.com/ja/product) 

 

【他社製工具を使用する場合】 

弊社指定工具で加工した場合のみ、品質保証が可能となります。弊社指定工具以外で加工したハーネス品

は、弊社で品質の確認がされていない為、品質の保証ができかねます。 

歯型図面の開示は可能ですので、必要な場合は弊社営業へお問い合わせください。 

弊社歯形図面通りに作成した場合でも純正以外のアプリでは保証はできかねますのでご了承お願いします。 

また、初回使用時に必ず弊社※圧着品質基準書を満たしているかの確認をお願いします。 

 

※圧着品質基準書とは 

正しく圧着できているかを確認するために必要な測定項目の記載がある書類となります。 

各製品に対応する圧着品質基準書はカタログに記載がございます。 

例：DF1B の圧着品質基準書 
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【適用工具一覧】 

例：DF1B の適用工具一覧 
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2-3-2 組立時の注意点 

 

【結束位置に関する注意点】 

 
電線を結束する際の位置は下記の長さを推奨します。 

 

推奨結束位置 

AWG  8～AWG22 ：100mm 以上 

AWG24～AWG34 ：  30mm 以上 

 

上記の結束位置を満たさない場合、電線に負荷が加わり、端子抜け・接点不良の原因となる恐れが 

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
結束位置が適正な場合            結束位置が短すぎる場合 
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推奨結束位置 
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【引き回しに関する注意点】 

 
機器内の電線の引き回しの際には、下図の様に、電線に十分なたわみを持たせる等の処置を検討頂き、

直接コネクタに負荷が加わらないように考慮ください。 

電線を極端に曲げるまたは突っ張ることにより、圧着部やコネクタに負荷が加わり 

接点不良の原因となる恐れがあります。 

 

 

          
      たわみが十分な場合                  たわみが不十分な場合 

 

 

 

【電気検査に関する注意点】 

 

コネクタかん合による電気検査を行う場合は、本資料の 5.かん合作業に基づき 

挿抜してください。 

 

【作業上の注意事項】 

電気検査後に著しいめっきの削れや端子抜けが発生した場合、検査工程の確認をお願いします。 

接点部や電線に負荷が加わるような挿抜が行われた可能性があります。 
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根元がストレート 

 

根元から屈曲 
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2-4．実装選定 

・カタログに掲載している実装条件を参照して、適合した製品をご使用ください。 

適合しない製品を使用した場合、製品の変形などの不具合が発生する恐れがあります。 

・実装方法にあった製品をご使用ください。リフロー実装には、表面実装コネクタ（SMT タイプ）、 

フロー実装には、挿入実装コネクタ（THT タイプ）を選択してください。 

・製品レイアウトは図面の注意事項（パターン禁止エリア、製品実装配置 等）を遵守して 

行ってください。 

・コネクタが搭載されている位置の周囲に、コネクタのかん合に影響を及ぼすようなものは 

配置しないようにお願いします。 

 

2-4-1. 表面実装コネクタ（SMT タイプ） 

 

【温度プロファイル】 

各製品のカタログに掲載している弊社推奨の温度プロファイルをご参照ください。 

 

【メタルマスク】 

メタルマスクの厚さ，開口部形状，開口率は、各製品の製品図面に記載している 

弊社推奨条件をご参照ください。 

 

【推奨はんだペースト】 

実装作業の弊社推奨のはんだペースト 

はんだ成分：Sn96.5/Ag3.0/Cu0.5 

フラックス含有量：11.5wt% 

 

【推奨ランドパターン】 

推奨ランドパターンは各製品の製品図面に記載している推奨パターン図をご参照ください。 

弊社推奨パターン以外でのご使用については、はんだ上がり、フラックス上がりが起こる恐れが 

ございます。推奨パターン以外でのご使用については、弊社までお問合せください。 

 

【吸着エリア】 

各製品の製品図面をご参照ください。 

記載がない場合は、弊社営業担当にお問い合わせ願います。 

 

2-4-2. 挿入実装コネクタ（THT タイプ） 

 

【フロー条件】 

各製品規格表に記載しているはんだ耐熱性条件をご参照ください。 

弊社では、JIS C 60068-2-20「はんだ槽法によるはんだ耐熱試験」 に基づいて評価を行っています。 

実際のご使用につきましては、実機でのご確認をお願いします。 

 

【基板厚】 

推奨基板厚は各製品の製品図面に記載している推奨基板厚をご参照ください。 

 

【推奨はんだ】 

実装作業の弊社推奨のはんだ 

はんだ成分：Sn-3.0Ag-0.5Cu 

【推奨ランドパターン及び基板穴】 

推奨ランドパターン及び基板に空ける穴は各製品の製品図面に記載している推奨基板穴寸法を 

ご参照ください。                                 目次へ戻る 
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3 .  結線作業手順 
3-1 結線工程概略 

 
結線工程概略を以下に掲載します。 

各工程の作業手順および注意事項を 3-3 項以降で説明しますので、必ず作業前に一読し、正しくご使用

ください。 
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3-3. 

圧着準備 

3-4. 

電線加工 
3-5. 

圧着作業 

3-6. 

ハーネス加工 

3-3-1. 圧着資料準備 

3-3-2. 組み合わせ 

 

3-5-1. 圧着作業 

3-5-2. 圧着加工品の検査 

3-5-3. 保管・輸送 

3-6-1. 圧着端子ケース挿入 

3-6-2. 端子挿入状態確認 

3-6-3. 電気検査 

3-6-4. リペア 

3-6-5. ハーネス加工品の 

取扱い 

3-6-6. 電線の配線について 
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3-2 各部名称 

3-2-1 圧着端子の各部名称 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-2-2 圧着ケースの各部名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次へ戻る 

 

 

 

 

 

 

芯線部クリンプワイド 被覆部クリンプワイド 

芯線部クリンプハイト 

被覆部クリンプハイト 

インシュレーションバレル 

ワイヤーバレル 

ランス 

… 電線の芯線を圧着する部分 

… 電線の被覆を圧着する部分 

…圧着ケースと端子を 

固定する部分 

モールドランス 

…圧着後のワイヤーバレルの幅寸法 
…圧着後のインシュレーションバレルの幅寸法 

…圧着後のインシュレーションバレルの高さ寸法 

…圧着後のワイヤーバレルの高さ寸法 

電線 

 圧着ケース 

 

…圧着ケースと端子を固定する部分 

接点 

… 嵌合相手の端子と接触し 

通電する部分 
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3-3. 圧着準備 

3-3-1. 圧着資料準備 

 

結線作業を始める前に、以下の作業関係書類を準備してください。 

なお、作業関係書類が揃っていない場合は、弊社営業担当者へお問い合わせください。 

 

自動圧着機をご使用される場合 

・圧着機本体取扱説明書             ・アプリケータスペア取説 
                                     

               
 

 

 

 

・圧着条件表                    

      〈新フォーマット〉               〈旧フォーマット〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次へ戻る 

適合圧着端子・クリンプハイト・適合圧着工具・圧着部強度規格の記載がございます。 

アプリケータの取扱い方法、注意事項について 

記載がございます。 

圧着機の取扱い方法、注意事項、適合アプリケータ

について記載がございます。 
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 ・圧着品質基準書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手動圧着工具をご使用される場合 

 

・取扱説明書 

 

 

 

 

 
 

 

目次へ戻る 
 
 
 

圧着後の形状に関する規定について記載がございます。 

適合圧着端子・クリンプハイト・圧着部強度規格・圧着後の形状に関する規定の記載がございます。 

M
ar

.1
.2

02
6 

C
op

yr
ig

ht
 2

02
6 

H
IR

O
S

E
 E

LE
C

T
R

IC
 C

O
., 

LT
D

. A
ll 

R
ig

ht
s 

R
es

er
ve

d.



                                TITLE:   
基板対電線コネクタガイドライン ATAD-H1023-00 

  
 

 
HIROSE ELECTRIC CO.,LTD. 

 

PRODUCT: 

DF SERIES    PAGE: 20  OF  48 

 

 

3-3-2. 組み合わせ 

【組み合わせに関する留意事項】 

・圧着端子、工具、使用電線の組み合わせ、およびお手元にご用意の資料が適切か確認してください。 

 

自動圧着機をご使用される場合 

作業開始前に圧着端子・電線・圧着工具の組み合わせおよびお手元の圧着品質基準書が正しいことを 

「圧着条件表」を基にご確認をお願いします。 

 

【新圧着条件表記載内容の例】 
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圧着端子品名 圧着品質基準書 

ケーブル情報 

クリンプハ

イト 

圧着部強度規格 適合アプリケ

ータ 
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【旧圧着条件表記載内容の例】 
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圧着端子品名 

電線名・電線仕様 

圧着工具品名 圧着品質基準書 

クリンプハイト 引張強度 
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手動圧着工具をご使用される場合 

作業開始前に組み合わせが正しいことを「手動圧着工具取扱説明書」にて、ご確認をお願いします。 

なお、手動圧着工具の組合せは原則として 1通りとなります。 

圧着端子 適合ケーブル
圧着品質基準
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【使用電線について】 

・使用する電線が圧着条件表または手動圧着工具取扱説明書に記載されていることをご確認ください。 

・記載されていない電線を使用する場合は、弊社営業担当へお問い合わせください。 

なお、手動圧着工具はハイト変更ができないため、標準適合電線以外は圧着できません。 

 

【圧着機について】 

・工具に対応する圧着機につきましては、下表を参照ください。 

   

ご使用工具品番 対応圧着機品番 

AP105 から始まる品番 CM-105C 

AP109 から始まる品番 日本オートマチックマシン（株）様へご確認ください 

上記以外 ご使用される工具のメーカー様へご確認ください。 

 

       
  AP105 から始まる工具        弊社圧着機 CM-105C 
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3-4. 電線加工 

 

【芯線ストリップ】 

電線ストリップ長さは、圧着品質基準書に記載しています。使用コネクタおよび電線の種類等により 

異なりますので、加工条件に合わせて設定してください。  

ストリップ後の状態の判定は以下画像を参考に行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        正しいストリップ状態 

 

【NG 例】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【電線加工の注意点】 

ストリップ時に芯線に傷がついたり、一部が断線、脱落していないことを確認してください。 

芯線が細い多芯撚り電線については、特にご注意願います。 

 

目次へ戻る 

芯線の傷 

-2 
芯線の断線 

 

 

 

 

 

 

 

 

-2 
芯線のばらけ 被覆切断面のばらけ 

-2 
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3-5．圧着 

3-5-1. 圧着作業 

 

【自動機の場合】 

  圧着機本体およびアプリケータの取扱説明書に則り、圧着機本体へアプリケータと連続圧着端子を 

  セッティングし、圧着作業を行ってください。 

 

   【手動圧着工具の場合】 

  手動圧着工具の取扱説明書に則り、圧着工具本体へ圧着バラ端子をセッティングし 

圧着作業を行ってください。 

対象の取り扱い説明書は 4-2.結線作業準備に記載されているリストをもとにご確認ください。 

弊社の手動圧着工具を使用した、動画がありますのでご参照ください。 

 

参考動画：HT801，HT802 シリーズハンドツール操作手順 [ヒロセ電機] 

URL：https://www.youtube.com/watch?v=MywSx3dA4sM 

 

【圧着作業時の注意点】 

  圧着前に圧着ツールおよび圧着端子に異常が無いか確認をお願いします。 

  圧着端子を梱包箱から取り出す場合は、リールを過度に変形させないようお取り扱いお願いします。 

  端子の変形や、リール内での端子中崩れの原因となります。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

NG:リールを変形させて取り出している。  
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OK:リールを変形させずに取り出している。 
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3-5-2. 圧着加工品の検査  

【クリンプハイト測定】  

・圧着作業の開始、途中および終了時には必ず、クリンプハイト値を測定してください。 

 また、クリンプワイド値が設定されている製品はワイド値も測定してください。 

クリンプハイトが規格範囲外となった場合、電気的性能、及び機械的性能が低下し、 

品質上の重大な事故を起こす危険があります。 

・クリンプハイト、クリンプワイドの測定には、マイクロメーターをご使用ください。 

■圧着条件表 

〈新圧着条件表フォーマット〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈旧圧着条件表フォーマット〉 
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クリンプハイト及びワイド値の規格 

クリンプハイト 
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■測定方法 

 

・芯線部                 ・被覆部 
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   測定時には下記マイクロメーターをご使用ください 

・クリンプハイト：ポイント対ブレードマイクロメーター 

・クリンプワイド：ブレード対ブレードマイクロメーター               目次へ戻る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブレード 

マイクロメーター 

ク
リ
ン
プ
ワ
イ
ド
 

ク
リ
ン
プ
ワ
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ド
 

バ

レ

ル

の

中

央

で

測

定 

ク
リ
ン
プ
ハ
イ
ト
 

ク
リ
ン
プ
ハ
イ
ト
 

ポイント 

マイクロメーター 
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【圧着外観検査・寸法確認】 

  圧着加工後・ハーネス加工前に圧着状態をご確認ください。 

圧着品質基準書(ATAD-***)に基づいて、形状・寸法の確認をしてください。 

下記の寸法を満たせない場合、不具合の要因となりますのでご注意ください。 

 
 

 

 

 

【トラブルシューティング】 

下記の異常が見られた場合、電気的、機械的性能が低下する恐れがあります。 

アプリケーターの取扱説明書(ATAD-P0064)または、手動圧着工具の取り扱い説明書(ATAD-P***)を 

ご確認の上、下表の対処の項目の実施をお願いします。 

*ご使用にあたってのご相談、およびご不明な点は、営業担当もしくは、当社ホームページ問い合わせ窓口より 

お問い合わせください。                                                   目次へ戻る 

 

 

番号 現象 原因 対処 

① ベントアップ、ベントダウン 

・アンビル、シャーブレードの取り付け不良 

・歯形の摩耗（破損） 

・端子の食い付き 

・取り付け位置の調整 

・歯形の交換 

② ツイスト、ローリング ・端子位置がアンビルのセンターとずれている ・端子位置の再調整 

③ キズ、メッキ剥がれ ・歯形の摩耗(破損) ・歯形の交換 

④ ばり ・歯形の摩耗(破損） ・歯形の交換 

圧着品質基準書例 

各製品の圧着後の

基準寸法 

M
ar

.1
.2

02
6 

C
op

yr
ig

ht
 2

02
6 

H
IR

O
S

E
 E

LE
C

T
R

IC
 C

O
., 

LT
D

. A
ll 

R
ig

ht
s 

R
es

er
ve

d.



                                TITLE:   
基板対電線コネクタガイドライン ATAD-H1023-00 

  
 

 
HIROSE ELECTRIC CO.,LTD. 

 

PRODUCT: 

DF SERIES    PAGE: 29  OF  48 

 

 

3-5-3．保管・輸送 

・圧着加工品を束ねる際には、絡みによる端子の変形・傷・電線の被覆破れ等が発生しないよう 

ご注意お願いします。 

・梱包箱へ詰込みを行う際には詰込み過多による端子変形が考えられますので 1箱あたりの 

梱包重量及び、梱包箱の積み重ねについてもご注意をお願いします。 

・使用後の圧着端子を巻き直しする際は、端子が変形しない適度な力で巻き直ししてください。 

巻き直しが強すぎた場合、もしくは巻き直しが緩い場合、端子の変形や破損、巻き崩れ等が 

発生する恐れがあります。 

 

 
 

 
・圧着端子を保管する際はリールに過度な変形が無いようお取り扱いください。 
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NG:誤った保管例(隙間が大きい) 

OK:正しい保管例(隙間が小さい) 
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3-6.ハーネス加工 

下表が本ハーネス手順書の対象リストとなります。 

本挿抜手順書は一般的なコネクタ向けの説明となっております。 

本手順書では補えない製品に関しては各製品の挿抜手順書をホームページからダウンロードをお願い

します。 

本手順書に加えて特定の使用方法がある製品は個別の挿抜手順書も併せてご確認ください。(※印参

照) 
 

製品 本ガイドライン対象製品 個別ハーネス手順書 

DF1 

〇 

- 

DF1B - 

DF1E - 

DF3 〇(LINK) 

DF5 - 

DF11 - 

DF13 - 

DF14 - 

DF19 - 

DF20 〇(LINK) 

DF22 〇(LINK) 

DF33C 〇(LINK) 

DF50 〇(LINK) 

DF51 〇(LINK) 

DF52 ※〇(LINK) 

DF53 ※〇(LINK) 

DF57 ※〇(LINK) 

DF58 ※〇(LINK) 

DF59 ※〇(LINK) 

DF60 〇(LINK) 

DF61 ※〇(LINK) 

DF61Y ※〇(LINK) 

DF62 〇(LINK) 

DF62W 〇(LINK) 

DF63 〇(LINK) 

DF63W 〇(LINK) 

DF63SF 〇(LINK) 

DF65 〇(LINK) 

MDF6 - 
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https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0543-0001-2-00&productname=DF3-2428SCF&series=DF3&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=0001363949
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0686-0042-6-04&productname=DF20F-2830SCFA(04)&series=DF20&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=0001286732
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=&productname=&series=DF22&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=D160838_ja
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0676-1093-5-00&productname=DF33A-2022SCF&series=DF33C&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=0000107617
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=&productname=&series=DF50&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=D146085_ja
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0543-5131-0-00&productname=DF51-7S-2C&series=DF51&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=0001283141
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=&productname=&series=DF52&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=D146081_ja
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0668-1025-0-00&productname=DF53-32PCF&series=DF53&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=0001390880
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0666-0001-4-00&productname=DF57-2830SCF&series=DF57&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=0000107222
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0666-1011-0-00&productname=DF58-2830SCF&series=DF58&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=0001187822
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=&productname=&series=DF59&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=D145798_ja
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=&productname=&series=DF60&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=0000107805
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=&productname=&series=DF61&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=D145849_ja
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0666-5100-3-23&productname=DF61Y-2P-2.2V(23)&series=DF61Y&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=0001125644
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0544-0524-7-00&productname=DF62-EP2428PCF&series=DF62&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=0000107658
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0544-1016-1-00&productname=DF62W-EP2022PCF&series=DF62W&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=0000108106
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0680-0097-0-00&productname=DF63A-2022SCF&series=DF63&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=0000108041
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0680-0600-5-00&productname=DF63W-1618SCF&series=DF63W&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=0000108326
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0680-0703-0-00&productname=DF63SF-1618SCFA&series=DF63SF&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=0001227253
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0666-6007-3-00&productname=DF65-4S-1.7C&series=DF65&documenttype=CableAsseyInstruction&lang=ja&documentid=0000108031


                                TITLE:   
基板対電線コネクタガイドライン ATAD-H1023-00 

  
 

 
HIROSE ELECTRIC CO.,LTD. 

 

PRODUCT: 

DF SERIES    PAGE: 31  OF  48 

 

 

3-6-1. 圧着端子ケース挿入 

圧着された端子の電線を持って、挿入してください。 

指定のハーネス手順書(ATAD-H****)に基づき、ランスの位置が正常な向きになるよう挿入します。 

細線使用時は、挿入性向上のため被覆バレルもしくは電線の根元付近を持って挿入してください。 
 

【モールドランスの場合】 

例 DF1B シリーズ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【端子ランスの場合】 

例 DF33 シリーズ 
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ランスかかり部 

ランスかかり部 
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【作業上の注意】 

・端子挿入作業は、ランスに掛かる(「パチッ」という音と手応えがある)まで完全に行ってください。 

・端子と圧着ケースはハーネス手順書の記載に従い、正しい向きで挿入してください。 

・端子結線方向を揃えて結線してください。 

結線方向が揃っていないと、2本目以降、端子を回転させてケースに挿入する必要があり電線に負荷

が加わるため、端子抜け発生の原因となります。 

・圧着端子挿入中に、圧着端子をこじらないでください。端子変形の要因になります。 

・複数の電線を同時挿入しないでください。端子変形や半挿入の要因となります。 
 

【トラブルシューティング】 

挿入しづらい場合は、無理に押し込まず、以下表をご確認の上、是正処置してください。 

 

No 現象 原因 処置 

１ ベントアップ・ベントダウン・ 

ツイスト・ローリングが規格外 

圧着形状不適切 

圧着工具非適合 

圧着工具の調整または修理 

(各圧着工具の取扱説明書参照) 

適合圧着工具であるか確認 

(2-3-1.工具選定の注意点参照) 

２ クリンプワイドが規格外 

３ 被覆部クリンプハイトが規格外 圧着工具の設定不良 

電線非適合 

圧着工具の設定調整 

適合電線であるか確認 

４ 被覆外径が規格外 電線非適合 適合電線であるか確認 

５ 電線の腰折れ 

６ 圧着ケースの変形 梱包・保管・取り扱い方法

不適切 

梱包・保管・取り扱い方法の見

直し 

７ 圧着端子の変形 梱包・保管・取り扱い方法

不適切 

こじり挿入・逆挿入を実施 

梱包・保管・取り扱い方法の見

直し 

挿入方法の見直し 

８ 上記１～７を確認したが 

挿入しづらい 

こじり挿入・逆挿入を実施 挿入方法の見直し 
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3-6-2. 端子挿入状態確認 

圧着端子のランスがランス掛り部に掛っていることを確認します。 

 

①  電線を軽く引っ張って確認する。 

 

②  圧着端子がランスにかかっていることを確認する。 
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ランスが掛かっていない

状態 

ランスが掛かった状態 
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【作業上の注意事項】  

・電線に過度な引っ張り負荷を加えると端子抜けの要因になります。 

・挿入状態確認時は下図のように電線を根元から屈曲させる作業は避けていただきますよう 

お願いします。 

特に、太線電線もしくはしなりにくい電線を使用した場合、 

屈曲させた際のコネクタへのストレスが大きくなるため、端子抜けが発生する可能性が御座います。 
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根元から屈曲 
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3-7.トラブルシューティング 

下図のような異常作業を行った場合に、故障が発生する可能性がございますので作業時に注意願います。 

※下記の製品故障モードは故意に過剰な作業をしたものです。通常操作で発生しません。 

 

〈モールドランスの場合〉 

No 異常作業 異常現象 処置 

1 ① 端子挿入後の過度な引張負荷 

② 電線の突っ張り 

③ リペア 

④ 梱包・保管・取り扱い方法不適切 

⑤ こじり挿入・逆挿入 

・端子抜け 
・ランス部の削れ・折れ・変形 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

① 端子挿入状態確認方法の見直し 

(3-6.ハーネス加工参照) 

② 電線の余長確保 

(2-3.ハーネス設計参照) 

③ リペア方法の見直し 

④ 梱包・保管・取り扱い方法の見

直し 

(3-5.圧着参照) 

⑤ 挿入方法の見直し 
(3-6.ハーネス加工参照) 

・端子抜け 
・圧着端子ランス掛かり部の変形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ① 端子の挿入不足 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・不導通 

・端子破損 

① 端子挿入方法の見直し 

(3-6.ハーネス加工参照) 
① ハーネスレイアウトの見直し 

(2-3.ハーネス選定参照) 
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ランスがかかっていな

い状態 

ランスがかかっている
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〈端子ランスの場合〉 

No 異常作業 異常現象 処置 

１ ① 端子挿入後の過度な引張負荷 

② 電線の突っ張り 

③ リペア 

④ 梱包・保管・取り扱い方法不適切 

⑤ こじり挿入、逆挿入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・端子抜け 
・ランス部の削れ・折れ・変形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

① 端子挿入状態確認方法の

見直し 

(3-6.ハーネス加工参照) 

② 電線の余長確保 

(2-3.ハーネス設計参照) 

③ リペア方法の見直し 

④ 梱包・保管・取り扱い方

法の見直し 

(3-5.圧着参照) 

⑤ 挿入方法の見直し 
(3-6.ハーネス加工参照) 

・端子抜け 

・圧着端子ランス掛かり部の変形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ② 端子の挿入不足 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・端子抜け 

・不導通 

・端子破損 

② 端子挿入方法の見直し 

(3-6.ハーネス加工参照) 
② ハーネスレイアウトの見

直し 

(2-3.ハーネス選定参照) 

目次へ戻る 

荷 過剰な負荷 

変形 

ランスがかかっていな

い状態 

ランスがかかっている

状態 
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3-6-3. 電気検査 

コネクタ嵌合による電気検査を行う場合は、指定の挿抜手順書(ATAD-H****)に基づき挿抜してください。 

 

【作業上の注意事項】 

・端子変形・接触不具合の要因となるため、適合する嵌合相手以外のものは挿入しないでください。 

・嵌合保証回数挿抜後の使用は保証外となります。 

・著しいめっきの削れや端子抜けが発生した場合、検査工程の確認をお願いします。接点部や電線に負荷が

加わるような挿抜が行われた可能性があります。 

 

3-6-4. 圧着端子のリペア 

 

【モールドランスの場合】 

一度挿入した圧着端子を抜く時は、専用抜き工具(DF-C-PO(*))または尖った針などを使い、 

圧着ケースランスを押し上げながら電線を引っ張って引き抜いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【作業上の注意事項】 

・リペアを行ったことでランス強度が低下している可能性があります。 

リペアを行った圧着ソケットは再利用せずに新しい圧着ソケットのご使用を推奨します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次へ戻る 

抜き工具 

ランスかかり部 
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【端子ランスの場合】 

一度挿入した圧着端子を抜く時は、専用抜き工具(DF-C-PO(*))を使い、圧着端子ランスを押し上げながら

電線を引っ張って引き抜いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【作業上の注意事項】 

 

リペアを行ったことでランス強度が低下している可能性があります。 

リペアを行った圧着端子は再利用せずに新しい圧着端子のご使用を推奨します。 

また同様に変形の恐れがあるため端子ランスには触れないようにお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次へ戻る 

抜き工具 

端子ランス部 

ランス変形発生 ランス通常位置 

※変形の恐れがあるためランス部に 

お手を触れないようご注意お願いします。 
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3-6-5. ハーネス加工品の取扱い 
 

【作業上の注意事項】 

・ハーネス加工品を梱包・保管・輸送する際は、コネクタの重なりにより、コネクタへの極端な負荷がか

からないようにご考慮をお願いします。特にロック部や薄肉部に極端な負荷がかかると破損する恐れが

あります。 

・ロック部に負荷がかかった状態で高温･高湿下で長期間放置しないでください。ロック部が変形し嵌合不

良の原因となる恐れがあります。 

・製品の保管時、移動時、搬送時には、落下や過重積載で、梱包形態（ダンボール）を変形させるような負

荷を掛けないようご注意ください。製品が変形する恐れがあります。 

 

 

目次へ戻る 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

M
ar

.1
.2

02
6 

C
op

yr
ig

ht
 2

02
6 

H
IR

O
S

E
 E

LE
C

T
R

IC
 C

O
., 

LT
D

. A
ll 

R
ig

ht
s 

R
es

er
ve

d.



                                TITLE:   
基板対電線コネクタガイドライン ATAD-H1023-00 

  
 

 
HIROSE ELECTRIC CO.,LTD. 

 

PRODUCT: 

DF SERIES    PAGE: 40  OF  48 

 

 

4 .コネクタ実装 
4-1. 表面実装コネクタ（SMT タイプ） 

4-1-1. 温度プロファイル 

実装作業の温度条件は、製品図面に記載している弊社推奨の「温度プロファイル」に適合していること

をご確認ください。 

 

 

  例：DF52 シリーズ 

 
 

＊温度は端子リード部にて測定。 

＊クリームはんだの種類、基板サイズ、その他の実装部材等の条件により、異なる場合が 

ありますので、実装状態を十分ご確認の上ご使用願います。 

 

     

4-1-2. 推奨はんだペースト 

実装作業の弊社推奨のはんだペースト 

はんだ成分：Sn96.5/Ag3.0/Cu0.5 

フラックス含有量：11.5wt% 

 

4-1-3.吸着エリア 

各製品の製品図面に記載されております。 

記載がない場合、弊社営業にお問い合わせ願います。 

 

4-1-4. リフロー後について 

・ケース変色 

リフロー後、絶縁ケースが多少変色する場合がありますが、品質上支障はございません。 

尚、極端な変色の場合には、リフローのピーク温度を超えている場合がありますので、 

温度プロファイルの確認を行ってください。 

・端子、シェル変色 

リフロー後、端子が多少変色する場合がありますが、品質上何ら支障はございません。  

  尚、極端な変色の場合には、リフローのピーク温度を超えている場合がありますので、 

温度プロファイルの確認を行ってください。 

 

 

目次へ戻る 
 
 

＜適用条件例＞ 

リフローピーク：250℃ 10 秒以内 

リフロー部：220℃以上 60 秒以内 

プリヒート部：150～180℃，90～120 秒 

リフロー回数：2回以下 
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4-2. 挿入実装コネクタ（THT タイプ） 

4-2-1. フロー条件 

実装作業の温度条件，浸漬時間は、各製品の製品規格表に記載している「はんだ耐熱条件」に 

適合することをご確認ください。 

「はんだ耐熱条件」外で作業を行うと、製品の変形やはんだボールが発生する恐れがあります。 

 

なお、弊社では、JIS C 60068-2-20「はんだ槽法によるはんだ耐熱試験」 に基づいて評価を行っています。 

実際のご使用につきましては、実機でのご確認をお願いします。 

 

4-2-2. 推奨はんだ 

実装作業の弊社推奨のはんだ 

はんだ成分：Sn96.5/Ag3.0/Cu0.5 

フラックス含有量：11.5wt% 

 

4-3.リペア（手はんだ）について 

手はんだでの実装作業や実装されたコネクタをリペアする作業は、各製品の製品規格表に記載して 

いる「はんだ耐熱条件」を満足するように行い、ケースの溶けや端子の変形にご注意ください。 

 

4.4 トラブルシューティング 

下図のような異常な作業や設定を行った場合に、故障が発生する可能性がございますので注意願います。 

※下記の製品故障モードは推奨外の設定をした際に発生し得るものです。推奨設定では発生しません。 

No 異常設定 発生現象 処置 

１ 

① 温度条件不適切 

② はんだペースト量不

適切 

③ 基板反り 

 

 

 

 

 

はんだ未着 
 

① 各製品の規格表で 

【はんだ耐熱性】の確認 

② 各製品の参考図面で 
【推奨パターン】の確認 

②  反りが許容値内であるか確認 

 

①～③：４.コネクタ実装参照(LINK) 

２ 

① 温度条件不適切 

② 基板スルーホール径

が大きすぎる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケース溶け ① 各製品の規格表で 

【はんだ耐熱性】の確認 

 

② 各製品の参考図面で 

【推奨パターン】の確認 

 

①～②：４.コネクタ実装参照(LINK) 

 

目次へ戻る 

M
ar

.1
.2

02
6 

C
op

yr
ig

ht
 2

02
6 

H
IR

O
S

E
 E

LE
C

T
R

IC
 C

O
., 

LT
D

. A
ll 

R
ig

ht
s 

R
es

er
ve

d.



                                TITLE:   
基板対電線コネクタガイドライン ATAD-H1023-00 

  
 

 
HIROSE ELECTRIC CO.,LTD. 

 

PRODUCT: 

DF SERIES    PAGE: 42  OF  48 

 

 

5 .かん合作業 
5-1．はじめに 

かん合作業を行う場合は本項の内容を読んだうえで適切な作業を行ってください。 

尚、個別で規定がある製品(※)に関しては各製品の挿抜手順書も併せてご参照下さい。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次へ戻る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品 
本ガイドライ

ン対象製品 
個別挿抜 

手順書 

DF1 

〇 

- 

DF1B - 

DF1E - 

DF3 - 

DF5 - 

DF11 - 

DF13 - 

DF14 - 

DF19 - 

DF20 - 

DF22 ※〇(LINK) 

DF33C - 

DF50 - 

DF51 〇(LINK) 

DF52 〇(LINK) 

製品 
本ガイドライ

ン対象製品 
個別挿抜 

手順書 

DF57 

〇 

〇(LINK) 

DF58 〇(LINK) 

DF59 〇(LINK) 

DF59S 〇(LINK) 

DF59M ※〇(LINK) 

DF60 〇(LINK) 

DF61 〇(LINK) 

DF61Y 〇(LINK) 

DF62 〇(LINK) 

DF62W 〇(LINK) 

DF63 〇(LINK) 

DF63W 〇(LINK) 

DF63SF 〇(LINK) 

DF65 〇(LINK) 
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https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0680-1006-0-28&productname=DF22-4S-7.92C(28)&series=DF22&documenttype=Guideline&lang=ja&documentid=0001478363
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0543-5132-0-00&productname=DF51B-7EP-2A&series=DF51&documenttype=Guideline&lang=ja&documentid=0001169588
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0668-0030-5-00&productname=DF52-2832PCF&series=DF52&documenttype=Guideline&lang=ja&documentid=0000108217
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0666-0034-3-00&productname=DF57-2830SCFA&series=DF57&documenttype=Guideline&lang=ja&documentid=0000107795
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0666-1002-0-21&productname=DF58-3P-1.2V(21)&series=DF58&documenttype=Guideline&lang=ja&documentid=0001187820
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0667-0011-4-00&productname=DF59-2P-2C&series=DF59&documenttype=Guideline&lang=ja&documentid=0000107398
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0667-0024-6-21&productname=DF59S-1S-V(21)&series=DF59S__DF59SN&documenttype=Guideline&lang=ja&documentid=0000107781
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0667-0043-0-00&productname=DF59M-2628PCF&series=DF59M&documenttype=Guideline&lang=ja&documentid=0000108200
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0680-3057-0-00&productname=DF60A-8PCFA&series=DF60&documenttype=Guideline&lang=ja&documentid=0000107813
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0666-5001-1-22&productname=DF61-2P-2.2V(22)&series=DF61&documenttype=Guideline&lang=ja&documentid=0000107576
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0666-5100-3-23&productname=DF61Y-2P-2.2V(23)&series=DF61Y&documenttype=Guideline&lang=ja&documentid=0001125643
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0544-0564-1-10&productname=DF62B-13EP-2.2C(10)&series=DF62&documenttype=Guideline&lang=ja&documentid=0000107671
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0544-1059-0-20&productname=DF62WZ-6P-2.2DSA(20)&series=DF62W&documenttype=Guideline&lang=ja&documentid=0000108127
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0680-0552-0-00&productname=DF63-4EP-3.96C&series=DF63&documenttype=Guideline&lang=ja&documentid=0001223991
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0680-0605-9-00&productname=DF63W-2EP-3.96C&series=DF63W&documenttype=Guideline&lang=ja&documentid=0001284938
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0680-0703-0-00&productname=DF63SF-1618SCFA&series=DF63SF&documenttype=Guideline&lang=ja&documentid=0001227842
https://www.hirose.com/ja/product/document?clcode=CL0666-6016-4-05&productname=DF65-2428SCFA(05)&series=DF65&documenttype=Guideline&lang=ja&documentid=0000108285
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5-2.コネクタ挿入作業 

 

【完全ロックコネクタ】 

合わせた位置を保ちながら、「カチッ」と音が鳴るまで挿入してください。 

ロックを押し下げたまま挿入すると音が鳴りません。 

コネクタ根元の電線を軽く握り、指先でコネクタを押すようにして挿入してください。 

その際、特定の電線に力が集中しないように電線全体を握ってください。 
                

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

①電線を掴む        ②挿入する           

挿入方法(完全ロック) 

 

【簡易ロックコネクタ】 

合わせた位置を保ちながら、突き当たるまで挿入してください。 

コネクタ根元の電線を軽く握り、指先でコネクタを押すようにして挿入してください。 

その際、特定の電線に力が集中しないように電線全体を握ってください。 

 

 

         
①コネクタ根元の電線を           ②挿入する    

軽く握る          

挿入方法（簡易ロック） 

 

 

目次へ戻る 

 

 

ロック 

電線 

注意事項：ロック部を押し下げな

い 
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5-2-1. 挿入角度 

コネクタを真直ぐ挿入してください。極端に傾けた状態で斜め挿入すると、端子変形、ケース破損の 

原因となります。 

 
  

 

 

 

 

 

 

               禁止挿入方法(斜め挿入) 

 

5-2-2.かん合確認 

圧着ソケットが確実に奥までかん合されていることをご確認ください。 

 

＊完全ロックではかん合完了の目安として、挿入時にクリック感がございます。 

(ソケットのロックがヘッダーのロックに引っ掛かかっていることを目視または電線を掴んで 

軽く引っ張って確認してください) 

    

＊簡易ロックでは嵌合完了の目安として、左右のコネクタ嵌合部が浮いていないことを確認してください。 

 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

                           嵌合完了              嵌合未完了 

例 DF1B(簡易ロック) 

 

5-2-3. ハーネス結束 

電線が突っ張らないように、十分な長さをもって結束を行ってください。 

 

 

 
 

 

 

 

    

 

 

正しい結束位置       結束位置が根元に近すぎる  特定の電線に負荷が集中している 

 

 

 

目次へ戻る 

突っ張っている 
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5-3.コネクタ抜去作業 

【完全ロックコネクタ】 

・電線を掴みながら、指全体でロックを確実に解除して抜去を行ってください。 

ロックが解除できていない状態で、コネクタを抜去すると、破損の原因となります。 

・無理に引き抜こうとすると、コネクタが破損する恐れがあります。抜きにくいときには、 

一度軽く押し込んでからロックを操作するようにしてください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抜去方法(基板対電線コネクタ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抜去方法(電線対電線コネクタ) 

目次へ戻る 

①ケーブルを掴む。 ②ロック部を指の腹で押して

ロックを解除する。 

③ロックを解除した状態で掴んだ 

ケーブルを真っすぐ引き抜く。 

ロック部 

①ケーブルを掴む。 ②ロック部を指の腹で押して

ロックを解除する。 

③ロックを解除した状態で掴んだ 

ケーブルを真っすぐ引き抜く。 

 

ロック部 
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【簡易ロックコネクタ】 

・全電線が均等に引かれるように電線をつかみ、まっすぐ引き抜いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            正しい抜去方法          特定の電線に負荷が集中している 

    抜去方法(簡易ロック) 

 

5-3-1. 抜去角度 

極端に傾けた状態での斜め抜去はしないでください。端子変形、ケース破損の原因となります。 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

               禁止抜去方法(斜め抜去) 

 

 

目次へ戻る 
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5-4.トラブルシューティング 

 

下図のような異常作業を行った場合に、故障が発生する可能性がございますので作業時に注意願います。 

※下記の製品故障モードは故意に過剰な作業をしたものです。通常操作で発生しません。 

 

異常作業 製品故障モード 処置 

① 斜め挿入 端子座屈 ① コネクタ挿入手順の見直し 

(5-2.コネクタ挿入作業参照) 

ケース破損 

① 斜め抜去 端子座屈 ① 抜去方法の見直し 

(5-2.コネクタ挿入作業参照) 

ケース破損 

 

 

 

目次へ戻る 
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異常作業 製品故障モード 処置 

① 半かん合 ・不導通となる恐れ ① コネクタ挿入手順の見直し 

(5-2.コネクタ挿入作業参照) 

① ロックを解除を維持せずに強

制抜去  

・ロック破損 ① コネクタ抜去方法の見直し 

(5-2.コネクタ挿入作業参照) 

① 特定の電線に負荷が集中 ・ケースから端子が抜けの恐れ ① ハーネス設計の見直し 

(2-3.ハーネス設計参照) 

 

 

目次へ戻る 

活線挿抜 

 

非接触 
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